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　がんの診断がついた段階で、外来主治医が患者さんに診断名・病期・
今後の治療方針などの説明を行います。このとき、ひとりやふたりで
はなく3～5人で聞きましょう。ご家族や頼りになる友人に同席して
いただくのもよいことです。よく「家族に心配はかけたくないので、
一人で聞きたい」とか「子どもが内地で働いていて同席できない」と
いう患者さんがいますが、がんになったことは人生の一大事です。な
るべく都合をつけて、今後の闘病の際に頼りになる方に同席してもら
う道を探るのが大切です。
　通常の外来日に説明を聞く場合、時間が十分にとれないことがよく
あります。事前に主治医にお願いして、30分以上の時間をもらいま
しょう。それができない場合は、外来日以外に約束をして、改めて説
明を聞くのもおすすめです。主治医や看護師に申し出るか、がん相談
支援センターに相談してみてください。
　説明された内容はメモに残すとあとの確認に便利ですが、落ち着い
て話を聞くのは難しいものです。同席する人に書きとめてもらうよう
お願いしてみてください。主治医に聞きたいことは当日までに「面談
にのぞむときの質問集」（P100）に書き出して、説明のときに携帯
しましょう。
　また、説明は一度限りのものではあり
ません。１回の説明で理解したり、今後
の方針を決めることがむずかしいこと
は、主治医も十分に理解しています。ど
うぞ遠慮せずに、もう一度説明をしてほ
しいと、主治医（または看護師やがん相
談支援センター）に伝えてください。

（2）主治医の説明を聞く3. 情報を集める

（1）病名、性質、病期
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　主治医とは別の医師の意見を聞くことを、セカンドオピニオンといい
ます。ここでは、①診断の確認、②治療方針の確認、③その他の治療方
法の確認とその根拠を聞くことができます。主治医と同じ判断となるこ
ともありますが、それでも今の選択が正しいことが分かると、納得して治
療を受ける気持ちになります。ときには医師によってすすめる治療が違
う場合もあり、よりよい治療法が見つかることもあります。
　主治医は、がんの診断がついた段階で、患者さんにセカンドオピニオ
ンを聞くようにすすめることが一般的となっています。
　患者さんからも「セカンドオピニオンを聞きたいので、紹介状やデー
タをお願いします」と主治医に伝えましょう。担当医との関係が悪くな
らないかと心配になるかもしれませんが、多くの医師はセカンドオピニ
オンを聞くことは一般的なことと理解しています。納得した治療法を選
ぶために、気兼ねなく相談してください。その際は、セカンドオピニオン
におすすめの病院と専門医を複数紹介してもらいましょう。

（3）セカンドオピニオン （4）セカンドオピニオン実施施設

　まず、担当医に相談し、希望先の医療機関に申し込み（予約）をしましょ
う。次に紹介状や画像などを担当医から受け取り、予約した医療機関で
セカンドオピニオンを取りましょう。取った後は、担当医に必ず報告し、
その意見を参考に今後のことを相談しましょう。

①セカンドオピニオンの受診方法

　相談料の目安として30分～1時間程度で、沖縄県内の場合1万円～2万
円程度、県外では2万円～ 5万円程度となっています。また、別途診断料
が発生する場合もあります。

②セカンドオピニオンの費用

詳しくは、沖縄県がん診療連携協議会ホームページをご覧ください。
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※沖縄県「医療施設一覧」に基づき、琉球大学病院がんセンターより各医療機
　関に照会の上、同意のあった医療機関を掲載しています。　
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（5）書籍とインターネットで情報をさがす

■がんの予防や検診、がん患者さんやそのご家族に必要な情報サイト

■沖縄県のがん情報、がん対策に関するサイト

■各種がんの診断や治療、医療機関などに関する情報サイト

情報の内容や
選択はよく吟味
しないとね

「＊＊ががんに効く！」
とか、いろんな情報が
あるけど、どれを信じたら

いいのかな？
まずは

主治医の先生に
意見を聞いてみるのが
大事だと思うわ
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